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2017年2月13日
第19回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介
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建物概要・計画地について

JR京葉線
千葉みなと駅

計画建物

事務室

WC

38.6m

17m

内観写真

所在地

地⽅都市の各種企業（銀⾏・⽣命保険会社など）の⽀店・営業所
などの類似建物となり、モデルとなる。
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建物名称： 竹中工務店 東関東支店

建 築 地： 千葉県千葉市中央区中央港1-17-2

用 途： 事務所

敷地面積： 1432.02m
2

構造・規模： RC・S造、地上2階

高高さ： 8.105m

建築面積： 679.52m
2

延床面積： 1318.11m
2

既存竣工： 2003年



※吊荷重が許容できるか確認要
※別途、熱源システムが必要

提案プロジェクト（ZEB化改修）の概要

提案項目 省CO2技術

① 既存サッシュを利用した外皮熱負荷ミニマム
化ファサードへの居ながら改修

高断熱ガラスによる断熱性能強化

既存サッシュの断熱強化

外付ブラインドによる日射遮蔽

自然換気口追加による自然換気促進

② ウェルネスオフィスとZEB化を両立する改修

室内環境改善による知的生産性の向上：放射空調、小型ﾃﾞｼｶﾝﾄ空調、天井照射LED

再生可能エネルギー熱利用：地下水流動型地中熱、太陽熱集熱器

ウェアラブル端末を利用したスマートウェルネス制御：個人の位置情報を利用した省エ
ネ制御、個人の健康情報を利用した快適制御

③ ZEB実現のためのスマートエネルギー導入と
BCP性能の向上

負荷のダウンサイジング化と自立型ZEBを実現するリアルタイムエネルギー制御

太陽光発電、蓄電池による自立型ZEBの実現とBCP性能の向上

全体概念図

地⽅都市における既存中⼩オフィスの先導的ZEB化改修とウェルネスオフィス・BCP性能の向上
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①既存サッシュを利用した外皮熱負荷ミニマム化ファサードへの居ながら改修

１）⾼断熱ガラス（アルゴンガス封⼊Low-eガラス）への取替による断熱性能の強化
２）既存サッシュの断熱強化
３）外付ブラインドによる⽇射遮蔽
４）⾃然換気⼝追加による⾃然換気促進

天井反射面外ルーバー追加
による日射遮蔽

と自然採光

外ガラス追加

既存ガラスを取外し、
高断熱ガラス（アルゴン
ガス封入Low-Eガラス等）
に取換

屋根：
断熱100ｍｍ追加

壁：断熱50ｍｍ追加

矩形図
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ダブルスキン化外付けブラインド

外装全景 高断熱ガラスへの取替



⾃然換気⼝を追加設置し、既存のトップライトを開閉できるように改造を加え、
⾃然換気量と利⽤時間の最⼤化を図った。

温度 ℃
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シミュレーションによる検証

内倒し窓(網⼾付)

電動トップライト

ダブルスキンに組込み
⼿動スイッチ

⾃然換気の計画
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①既存サッシュを利用した外皮熱負荷ミニマム化ファサードへの居ながら改修 4

6/4 8:00 外気温 21.8℃6/8 8:00 外気温 20.8℃
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22℃
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25℃
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⾃然換気装置によるナイトパージを実施することによって、始業前の室温が
約２℃低下していることを確認した。

①既存サッシュを利用した外皮熱負荷ミニマム化ファサードへの居ながら改修 5

⾃然換気の運⽤実績



②ウェルネスオフィスとZEB化を両立する改修

■放射空調パネル＋パーソナル気流ユニット

１）室内環境改善による知的⽣産性の向上

■デシカント外調機導入による快適性向上 ■天井照射型LED照明による明るさ感向上

デシカント外調機
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発光部のせり出し状態 センサー・パーソナル吹出と
のユニット化

明るさ感を高める照明システム

パーソナル吹出

⼈感センサー

サーマル⼈検知センサー

放射パネル パーソナル気流ユニット

空調立上り時に稼働する
ペリメータのチルドビーム

・天井隠蔽可能な小型デシカント（新開発品）

・地中熱や太陽熱の利用可能なコイル内蔵
・全熱交換機も組込み

②ウェルネスオフィスとZEB化を両立する改修

■地下水流動による地中熱高効率利用

２）再⽣可能エネルギー熱利⽤

直接利用

熱源水利用
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放射パネル

ヘッダー

地中熱利用
水冷/空冷切替型ヒートポンプチラー

デシカント空調機

地中熱採熱杭

地下水
流動用
揚水井

①冷房への直接利用
②ヒートポンプの熱源水として間接利用を切替
③地下水流動用揚水井戸による取得熱量向上

採熱パイプ 採熱杭

太陽熱集熱パネル

太陽熱利用システム

■太陽熱集熱器によるデシカント外調機等への再生熱利用
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5/1 5/8 5/15 5/22 5/29 6/5 6/12 6/19 6/26

TEW-333     熱交換杭ダブルＵチューブ温度下部 TEW-331     熱交換杭ダブルＵチューブ温度上部

5⽉〜6⽉の地中熱温度変化

17.2℃ 18.1℃
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放射パネルを地中熱直送のみで冷房運転した⼀⽇の地中熱送⽔温度の変化
[6/23(⽊)]

19℃〜20.5℃で安定

空調運転時間

地中熱温度(深さ55.5m) 地中熱温度(深さ17.5m)

5-6⽉の中間期は放射パネルの冷却をほぼ地中熱の直接利⽤のみで対応できている。
地中熱利⽤中の送⽔温度は19〜20℃で安定している。
また、5-6⽉の地中熱温度上昇は1℃程度であることを確認した。
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地中熱利⽤システムの運⽤実績

②ウェルネスオフィスとZEB化を両立する改修 8

②ウェルネスオフィスとZEB化を両立する改修

環境・⽣理情報をもとにリアルタイムに演算し、⼊居者の位置情報と連動させて、空調の最適制御を⾏う。
３）ウェアラブル端末を利⽤したスマートウェルネス制御

温湿度・放射温度・風速・照度

室内環境センサー

CO2濃度

人の活動情報
（ウェアラブルセンサー、人検知センサー）

位置（誰がどこに）

活動状態・代謝量

温湿度・風速

屋外環境センサー

日射

降雨

温度レベルの緩和
パーソナル気流ユニット制御
省エネ行動の促進

健康・生産性向上・省エネを
目的とした環境制御システム

無線LAN

ウェアラブル
センサー

パーソナルデータ
取得・分析システム

ビル管理クラウド

環境制御

スマート
ウェルネス

制御システム

行動誘発情
報提示
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デスクワーク
活動量1.1

お昼休み
活動量0.8

出勤時
活動量2.0

ウェアラブル端末があなたの今の活動量を把握して
温冷感指数を計算

計算された温冷感指数と体感申告からあなたの好みを学習
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②ウェルネスオフィスとZEB化を両立する改修

環境・⽣理情報をもとにリアルタイムに演算し、⼊居者の位置情報と連動させて、空調の最適制御を⾏う。
３）ウェアラブル端末を利⽤したスマートウェルネス制御
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将来的には、個々のおすすめ場所をプッシュ通知で行動喚起することを目標とする。

ウェルネス可視化マップ（iPhoneアプリ）
その場所の利用頻度やその場所での活動量などを

可視化することで空間の使われ方を見える化・共有

全体：全員の平均値を表示します。情報の表示エリアは打合せコーナ
ーなどの共用部のみに限定します。

METs: 運動の強さの指標。METs×時間であなたがどこでどれだけ体
を動かしたかを知ることが出来ます。

③ZEB実現のためのスマートエネルギー導入とBCP性能の向上

1）負荷のダウンサイジング化と⾃⽴型ＺＥＢを実現するリアルタイムエネルギー制御
2）太陽光発電、蓄電池による⾃⽴型ZEBの実現とBCP性能の向上

⾼圧受変電設備

系統電⼒
6.6kV

蓄電池
PCS

太陽光発電

照明／コンセント

照明／コンセント

照明／コンセント

照明／コンセント

空調熱源

換気ファン

衛⽣ポンプ

空調ポンプ

ゼロエネルギー
制御システム

負荷のダウンサイジング
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事前入力した運転計画データ
に基づいた設備制御を行なう

ＺＥＢとなる設定された運転計画データ（電⼒量等）と
データを⽐較し、各種デマンドコントロールや蓄電池の制
御を⾏う。
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太陽光発電パネル リユース型リチウムイオン電池
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ご清聴ありがとうございました。




